


〈本書記載上の記号〉
警告： 取扱いを誤った場合、使用者が重傷や傷害を負うかまたは、関連する設備や装置に

傷害及び本製品の機能の一部に重大な悪影響を及ぼす可能性があります。

注意： 取扱いを誤った場合、使用者が傷害を負うかまたは、関連する設備や装置に傷害

及び本製品の機能に悪影響を及ぼす可能性があります。

推奨： 本製品を安全に、よりよく御使用いただくために、お奨めする内容です。

〈本製品を安全に、御使用いただくために〉
本製品を安全に御使用いただく為に、下記事項を遵守して下さい。

これらの注意事項を守られない場合は、取扱者または関連する設備や装置に傷害もしくは

損害を与えることがあります。注意事項を守らずに御使用になった場合に生じた事故に関し

ては弊社は責任を負いません

本製品を使用した最終製品における安全確保は、最終製品側で行って下さい。

注意〈本製品を御使用いただく前に〉
１） 本製品を御使用の前に、取扱説明書を読んで使用条件との整合性を確認して下さい。

２） 本製品の取付及び御使用前には、必ず取扱説明書をよく読み、その指示に従って

正しく御使用下さい。

３） 本取扱説明書は製品の近くに保管し、いつでも取り出して使用できるようにして下さい。

注意〈製品取付け時の注意事項〉
１） 取扱説明書で明示された仕様環境の範囲内で御使用下さい。

２） 大きな電気的ノイズ発生源のない場所、および他の機器からの悪影響を受けない場所

に設置して下さい。

３） 使用前にがたつき、脱落等がないように所定の取付金具にて取り付けて下さい。

４） 取付時に発生する切りくずやゴミなどは製品の内部、端子部に付着させないで下さい。

警告〈製品御使用時の注意事項〉
１） 取扱説明書をよく読んで御使用下さい。

２） 操作時は目で確かめて手で確実に操作して下さい。

３） 感電する危険がありますので、手で金属端子部に触れないで下さい。

４） 水につけたり、水をかけたりしない様にして下さい。

５） 異常が発生した場合は、必ず電源を切って下さい。。

異常原因を取り除き運転を再開して下さい。

６） 本製品にはアラーム機能が搭載されていますが、本質的な安全対策は装置側で行う様

にして下さい。

７） 本製品の故障や誤動作が直接人命を脅かしたり、人体に危害を及ぼす恐れのある用途

には設置しないで下さい。使用される場合は予め当社に御相談下さい。

警告〈保守点検時の注意事項〉
１） 保守点検時は事故を防ぐために、必ず電源を切ってから行って下さい。

２） 御客様が弊社に断りなく、本製品を修理又は改造して発生した事故に対しては、弊社は

一切の責任を負いません。修理は当社に御相談下さい。
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◇保証期間と保証範囲◇
【保証期間】

納入品の保証期間は御注文主の指定納入先に納入後、１年間と致します。

【保証範囲】
上記保証期間中に納入社側の責により本製品に生じた故障に関しては、返品修理を
納入社側の責任において行います。但し、つぎに該当する場合は、この保証の対象か
ら除外させていただきます。
①リレー接点の摩耗、溶着によるリレーの部品寿命の場合。
②需要者側の不適当な取扱い、並びに使用による場合。
③故障の原因が納入品以外の事由による場合。
④納入者以外の改造、または修理による場合。
⑤その他天災、災害などで納入者側の責に有らざる場合。
なお、ここで言う保証は納入品単体の保証を意味する物で納入品の故障により誘発される
損害は御容赦頂きます。
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１．AHシリーズ型式番号の構成

　　　　　 　ＡH ４４ Ｌ - １ Ｋ Ｂ Ｚ - Ｎ Ｎ Ｎ  - ００１
シリーズ型式 プリセット番号

００１：STD
ＤＩＮサイズ型式 対応規格
44：　96mm×96mm Ｎ：無し

Ｃ：ＣＥ対応
リモート／ローカル オプション
Ｒ：通信機能付き Ｎ：無し
Ｌ：通信機能無し Ｔ：伝送出力1CH　DC4～20ｍＡ（１１７４０分解能）

D：伝送出力2CH　DC4～20ｍＡ（１１７４０分解能）
センサー入力点数 ※１
１：１点入力
２：２点入力

センサー入力※２ 警報数
Ｋ：熱電対Ｋ（ｸﾛﾒﾙ-ｱﾙﾒﾙ） Ｎ：無し
Ｊ：熱電対Ｊ（鉄-ｺﾝｽﾀﾝﾀﾝ） １：１個
E：熱電対E（ｸﾛﾒﾙ-ｺﾝｽﾀﾝﾀﾝ） ２：２個
T：熱電対T（銅-ｺﾝｽﾀﾝﾀﾝ）
R：熱電対Ｒ（白金13%ﾛｼﾞｳﾑ-白金） 入力電圧
S：熱電対Ｓ（白金10%ﾛｼﾞｳﾑ-白金） Ｚ：ＡＣ１００～２４０Ｖ
B：熱電対Ｂ（白金30%ﾛｼﾞｳﾑ-白金6%ﾛｼﾞｳﾑ）
C：JＰＴ１００Ω旧JIS測温抵抗体 出力モード
G：ＰＴ１００Ω新JIS測温抵抗体(DIN) B：ＳＳＲ駆動電圧出力 12V
Ｆ：上記の任意の熱電対／測温抵抗体の切替可能 Ｓ：ＳＳＲ駆動電圧出力 5V
A：電流入力ＤＣ４～２０ｍＡ　　 Ｉ：電流出力 DC４～２０ｍＡ（１１７４０分解能）
V：電圧入力ＤＣ１～５Ｖ N：制御なし
Ｌ：電圧入力（Ｖ）／電流入力（A）の切替可能 Ｒ：リレー接点出力（受注生産品）　

※１ 伝送出力２ＣＨ仕様は制御なしの場合に選択可能です
※２ センサー入力はＦ及びＬ入力以外は指定したセンサーのみ性能を保証致します

２．外形寸法・パネルカット寸法

パネル厚
　ｔ＝1～5mm

ＡＨ４４
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３．取付
◇取付場所について

次のような場所への取付はさけて下さい。
注意（１） 周囲温度が５０℃以上、又は０℃以下のところ。
注意（２） 周囲温度変化の大きいところ。
注意（３） 極端に湿度の高いところ（８５％ＲＨ以上）
注意（４） 振動・衝撃の激しいところ。
注意（５） 強い電波障害等のあるところ。
注意（６） 腐食性ガス（硫化ガス、アンモニアガス等）の発生するところ。
注意（７） 塵埃や水しぶきのかかるところ。

◇取付方法
注意（１） ３頁のパネルカット寸法図に従ってカットされたパネル前面より

本体を差し込んで下さい。
注意（２） 本体をしっかり差し込んだ後、付属の止め金具で

取り付けてください。
（パネル板厚は１～５ｍｍで御使用下さい）

注意（３） 取り付け／交換の際に、前面脱着を行わないよう
にして下さい。指示値に影響が出る場合があります。

◇前面防水時の取付方法

温調器は外ケースから引き抜かずに納品状態に
防水パッキンを入れてパネルにネジ式止め金具で
取り付けて下さい。

※１ ケース単体で止め金具を締めるとケースが歪み
充分な防水効果が得られない事があります。

※２ 取り付けた状態から、前面脱着を行うと、防水機能
が得られなくなる事が有りますので、再度、取付金
具のネジをゆるめ締め直して下さい。

４．外部配線
　◇端子配線図

　◇結線上の注意
注意 ◇端子ネジはＭ３．５を使用しています、適合したドライバーで締めて下さい。
注意 ◇端子ネジは締め付けトルク７８．５N-ｃｍ程度でしっかりと締めて下さい。
注意 ◇配線は端子配線図を確認し所定の位置にまちがいなく接続して下さい。
注意 ◇電圧／電流入力、電流出力、センサー，ＳＳＲ駆動電圧等極性を確認の上間違いなく配線

　して下さい。
注意 ◇⑤～⑩の電源関係配線と⑮～⑳のセンサー入力配線は、離して配線して下さい。

一緒に束線したり、這わせたりすると誤動作の原因になる事があります。
注意 ◇センサーの測温抵抗体Ｐｔ１００Ωは３線式を使用し、３線同じ配線長にして下さい。
注意 ◇リード線は無理な力で引張らない様御注意下さい。端子台及びケースを破損する事が

あります。
推奨 ◇配線は圧着端子等を推奨します。
推奨 ◇圧着端子は、端子台に適合したものを御使用ください。
推奨 ◇センサーはシールド処理のされた物を使用されるとノイズ等に対し安定に使用できます。
警告 ◇配線後はリード線が抜けたりしないか圧着端子のカシメやネジの締め付けを確認してくだ

　さい。締め付けが不十分な場合発熱、発火の原因となることがあります。
推奨 ◇通信ケーブルはＩＥＥＥ４８５に準拠したものを御使用下さい。

防水パッキン
（別売り）

ネジ式止め金具
（付属）パネル

温調器　ＡＨ

※１
※２

１ＣＨ　制御 ２ＣＨ　比較
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　　　５．各部の名称と機能

名称
①ＰＶ表示部

②ＳＶ表示部

③制御表示灯　Ｍ

④警報表示灯　Ｓ１

⑤警報表示灯　Ｓ２

⑥ＳＥＴキー

⑦ＵＰキー

⑧ＤＯＷＮキー

⑨左シフトキー

⑩右シフトキー

名称
①ＰＶ表示部

②ＳＶ表示部

③制御表示灯　Ｍ

④警報表示灯　Ｓ１

⑤警報表示灯　Ｓ２

⑥ＳＶ表示モード灯

⑦ＳＥＴキー

⑧ＵＰキー

⑨ＤＯＷＮキー

⑩左シフトキー

⑪右シフトキー

⑫ＳＶ表示切替キー

表示

キー

キー

表示

設定値の変更時、数値を減少させる場合に押下します。
また、他のキーと同時押下する事により、様々な機能が使用できる様になります。

設定値の変更時、数値をＵＰ／ＤＯＷＮさせる桁(カーソル)を左へ移動させる場合に
押下します。
また、他のキーと同時押下する事により、様々な機能が使用できる様になります。

設定値の変更時、数値をＵＰ／ＤＯＷＮさせる桁(カーソル)を右へ移動させる場合に
押下します。
また、他のキーと同時押下する事により、様々な機能が使用できる様になります。

ＳＶ表示部に表示する値を押下毎に（１ＣＨの設定温度【ＳＶ】⇒２ＣＨの現在温度【ＰＶ
２】⇒１ＣＨと２ＣＨの温度差【ＤＶ】）の順に切り替える。

警報出力１のＯＮ／ＯＦＦ動作表示

警報出力２のＯＮ／ＯＦＦ動作表示

設定値の変更時、設定値の確定登録する場合に押下します。
また、他のキーと同時押下する事により、様々な機能が使用できる様になります。

設定値の変更時、数値を増加させる場合に押下します。
また、他のキーと同時押下する事により、様々な機能が使用できる様になります。

ＳＶに表示する値が　（１ＣＨの設定温度【ＳＶ】／２ＣＨの現在温度【ＰＶ２】／
１ＣＨと２ＣＨの温度差【ＤＶ】）　の何れかを識別表示する

動作内容
１ＣＨの現在温度を表示します。
各設定モードに移行した場合は設定項目のメッセージを表示します。

ＳＶ表示モード灯に従った値を表示します。
各設定モードに移行した場合は各設定項目の設定値を表示します。

制御出力のＯＮ／ＯＦＦ動作表示

設定値の変更時、数値を減少させる場合に押下します。
また、他のキーと同時押下する事により、様々な機能が使用できる様になります。

設定値の変更時、数値をＵＰ／ＤＯＷＮさせる桁(カーソル)を左へ移動させる場合に
押下します。
また、他のキーと同時押下する事により、様々な機能が使用できる様になります。

設定値の変更時、数値をＵＰ／ＤＯＷＮさせる桁(カーソル)を右へ移動させる場合に
押下します。
また、他のキーと同時押下する事により、様々な機能が使用できる様になります。

警報出力１のＯＮ／ＯＦＦ動作表示

警報出力２のＯＮ／ＯＦＦ動作表示
設定値の変更時、設定値の確定登録する場合に押下します。
また、他のキーと同時押下する事により、様々な機能が使用できる様になります。

設定値の変更時、数値を増加させる場合に押下します。
また、他のキーと同時押下する事により、様々な機能が使用できる様になります。

動作内容
１ＣＨの現在温度を表示します。
各設定モードに移行した場合は設定項目のメッセージを表示します。

ＳＶ表示モード灯に従った値を表示します。
各設定モードに移行した場合は各設定項目の設定値を表示します。

制御出力のＯＮ／ＯＦＦ動作表示

④警報表示灯Ｓ１
警報１動作表示LED

⑤警報表示灯Ｓ２
警報２動作表示LED

⑥ＳＥＴキー

⑩右シフトキー

⑧ＤＯＷＮキー

⑦ＵＰキー

③制御表示灯Ｍ
制御出力
動作表示LED

⑨左シフトキー

②ＳＶ表示部
設定値又は
設定内容表示 ①ＰＶ表示部

現在値又は
設定項目表示

④警報表示灯Ｓ１
警報１動作表示LED

⑤警報表示灯Ｓ２
警報２動作表示LED

③制御表示灯Ｍ
制御出力
動作表示LED

⑩左シフトキー

②ＳＶ表示部
設定値、現在値
又は設定内容表示

⑦ＳＥＴキー

⑪右シフトキー
⑨ＤＯＷＮキー

⑧ＵＰキー

①ＰＶ表示部
現在値又は
設定項目表示

⑫ＳＶ表示切替キー

⑥ＳＶ表示モード灯

センサー
１入力

センサー
２入力
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６．キー機能と表示機能

状態 キー

ＰＯＷＥＲ　ＯＦＦ
０．５秒

３秒

１秒

１秒

１秒

３秒

調整モード
設定モード

各設定モード

各設定モード

設定項目の選択調整／設定モードへの登録／解除を行います。
（ショートカット登録）

設定値が登録され、次の設定項目に進みます。(順送り）

前の設定項目に戻ります。(逆送り）

設定項目の登録をキャンセルし、ＰＶ／ＳＶ表示へ移行します。

設定対象桁が１増加します。
連続押下１秒後に、２５０ｍｓｅｃごとに１増加。

設定対象桁が１減少します。
連続押下１秒後に、２５０ｍｓｅｃごとに１減少。

設定対象桁が左へ移動します。
設定対象桁が左端にある場合は右端へ移動します。

設定対象桁が右へ移動します。
設定対象桁が右端にある場合は左端へ移動します。

キー押下後の動作

ＰＯＷＥＲ　ＯＮ状態に移行します。

ＰＯＷＥＲ　ＯＦＦ状態に移行します。

ＲＵＮとＳＴＯＰの切替を行います。

ＰＶ／ＳＶ表示

電源投入後のＳＶ表示を今表示している項目に変えます。
（出荷時設定はSV）

設定モードへ移行します。

調整モードへ移行します。

初期設定モードへ移行します。

オートチューニングの開始、停止の切替を行います。

選択調整モード(調整モードコマンドのショートカット）へ移行します。

選択設定モード(設定モードコマンドのショートカット）へ移行します。

ＳＶ表示部へ表示する値を　１ＣＨの現在温度⇒２ＣＨの現在温度
⇒１ＣＨ－２ＣＨ（現在温度の差温）　の順に切り替えます。

ＳＥＴ

ＳＥＴ

ＳＥＴ

ＳＥＴ

ＳＥＴ

ＳＥＴ
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７　各モードの入り方（キー操作によるモード移行・機能一覧）
初期設定モード

選択調整モード 入力信号選択

入力信号数
***（１）*** 冷接点補償有無
***（２）*** 小数点位置選択
***（３）*** 表示桁設定
***（４）*** 運転（ｒｕｎ）モード 制御モード選択

***（５）*** フィルター定数選択１ＣＨ
***（６）*** フィルター定数選択２ＣＨ
***（７）*** 各モードから 制御出力方向
***（８）*** 運転モードへの戻り方 制御LED方向選択

バーンアウト方向選択
調整モードの項目で ①モード終了コマンド 出力リミット選択
よく御使用になる項目 伝送出力１設定
を８項目まで選択設定 伝送出力２設定

できます 警報種類選択
警報モード選択
警報LED方向選択

※SETを先に押さないよう ヒーター電流ＣＴ選択
　注意してください

選択設定モード

②３０秒放置

***（１）*** ③項目の最後で『SET』 調整モード

***（２）*** （初期設定・調整モード以外）
***（３）*** 通信アドレス設定
***（４）*** 返信待機時間
***（５）*** 一つ前の項目を 設定範囲上限設定
***（６）*** 表示するコマンド 設定範囲下限設定
***（７）*** リニア上限スケーリング
***（８）*** ロールバックコマンド リニア下限スケーリング
***（９）*** 出力リミット上限設定

出力リミット下限設定
Ｐ　時間設定

設定モードの項目で Ｐ　バンド設定
よく御使用になる項目を Ｉ　定数設定

※SETを先に押さないよう Ｄ　定数設定
選択設定できます ＡＲＷ　定数設定

　　注意してください 制御レベル
ｏｎ／ｏｆｆ感度設定
オフセット値設定

※調整・設定モードでの センサー誤差補正１設定
選択モードへの登録方法 センサー誤差補正２設定

ＩＲセンサー傾き補正設定

伝送出力①４＝設定
伝送出力①２０＝設定
伝送出力②４＝設定
伝送出力②２０＝設定

現在値確認機能 ヒーター電流測定
ヒーター断線値設定

設定内容確認機能 制御出力量表示 操作量表示

　 ヒータ電流値表示 ヒーター断線判別操作量設定
設定内容の一覧表示 警報感度設定

モードロック機能 設定モード

モードロック－０ 主制御温度設定
キーロック機能 モードロック－１ 第１警報温度設定

モードロック－２ 第２警報温度設定
キー操作ロック モードロック－３ ヒーター断線設定値確認

ｒｕｎ／ｓｔｏｐ機能 ｏｎ／ｏｆｆ機能 ＡＴ機能

ｒｕｎ ｏｎ ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ開始
ｓｔｏｐ ｏｆｆ ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ終了

運転モードで
使用可能な機能

１秒

SET

SET

SET

SET

３秒

３秒

１秒

SET

SET

SET
SET

SET

SET

SET

３秒１秒

３秒

SET

SET

３秒

SET

SET

MODE

MODE

MODE

CHECK

CHECK

OFF OFF
AT

MODE
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８．設定項目一覧

■ 初期設定モード ※　初期設定モードを変更すると、選択調整・選択設定へショートカット登録した項目が初期化されます。

Ｎｏ． 設定項目 PV表示部 ＳＶ表示部 内容 ／ 動作

１ 入力信号 使用するセンサーの種類を設定します。

　１ Ｋ熱電対

～

２ Ｊ熱電対 　７ Ｂ熱電対

Ｉ ｎ Ｐ ｕ ｔ 　３ Ｅ熱電対 　８ Ｃ測温抵抗体

　４ Ｔ熱電対 　９ Ｇ測温抵抗体

　５ Ｒ熱電対 １０ 電圧（１～５Ｖ）

　６ Ｓ熱電対 １１ 電流（４～２０ｍＡ）

注意 購入時センサー型式がＦで購入された場合上記１～９まで

の切り替えが可能です、Ｌで購入された場合上記１０、１１

の切り替えが可能です

２ 入力信号数 センサー入力点数が２のとき、基準センサーの使用・未使用を設定します。

１ 制御用/測定用センサー（１ｃｈ）のみ

Ｉ ｎ Ｐ ｔ． ｎ ２ 制御用/測定用センサー　＋　基準センサー（２ｃｈ）

５ 冷接点補償有無 Ｈ ｏ ｎ AH内蔵の冷接点補償機能の使用・未使用を設定します。

（入力信号１～７時のみ表示） ＵＳＥ 冷接点補償を使用する

ｎｏＵＳＥ 冷接点補償を使用しない

ｔ ＿ ｃ ｏ ｒ （外部の冷接点補償機器を使用する等）

３ 小数点位置 リニア入力時（電流・電圧）の小数点位置を設定します。

（入力信号１０、１１時のみ １桁目

表示）

～

ｕ ｎ ｉ ｔ ５桁目

４ 表示桁設定 熱電対・測温抵抗体入力時の表示小数点位置を設定します。

（入力信号１～９時のみ表示） 1℃表示

０．１℃表示

ｄ Ｓ Ｆ ｔ ０．０１℃表示　（熱電対では表示しません）

４ 制御モード AHの制御方式を設定します。

ｏｎｏＦＦ ＯＮ／ＯＦＦ制御　　（電流出力では表示しません）

Ｃ ｏ ｎ ｔ ＰＩｄ ＰＩＤ制御

ｎｏｎ 制御なし

～
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Ｎｏ． 設定項目 PV表示部 ＳＶ表示部 内容 ／ 動作

６ フィルター定数（１ｃｈ） 入力信号にかけるフィルターの大きさ（移動平均数）を設定します。

～

１　～　２０　回

Ｆ ｔ ＿ １

７ フィルター定数（２ｃｈ） 入力信号にかけるフィルターの大きさ（移動平均数）を設定します。

～

１　～　２０　回

Ｆ ｔ ＿ ２

８ 制御ＬＥＤ点灯方向 Ｈ ｏ ｎ 制御出力のON/OFFによる制御表示灯のON/OFFを設定します。

Ｈ　ｏｎ 加熱出力動作時　点灯（電流出力の場合は、常時点灯）

Ｌ ｏ ｎ Ｃ　ｏｎ 冷却出力動作時　点灯（電流出力の場合は、常時消灯）

ｏ． Ｌ Ｅ ｄ

制御モードが【制御なし】の場合、常に消灯

９ 制御出力方向 ｒ SVとPVの偏差に対し、制御出力をONするかOFFするか設定します。

ｒ ＳＶ　＞　ＰＶで、出力ＯＮ（電流出力の場合、出力を上げる）

ｄ ｄ ＳＶ　＜　ＰＶで、出力ＯＮ（電流出力の場合、出力を下げる）

ｏ． Ａ ｃ ｔ

制御モードが【制御なし】の場合、常に出力ＯＦＦ

（電流出力の場合、０ｍＡ出力）

１０ バーンアウト方向 出力方式がＳＳＲ出力の場合 センサーに異常があった場合、制御をONするかOFFするか設定します。

ｏ ｎ ｏｎ 異常時、制御出力ＯＮ

ｂ． ｏ ｕ ｔ ｏ Ｆ Ｆ ｏＦＦ 異常時、制御出力ＯＦＦ

出力方式が電流出力の場合

４ 異常時、４ｍＡ出力

２０ 異常時、２０ｍＡ出力

制御モードが【制御なし】の場合、常に出力ＯＦＦ

（電流出力の場合、０ｍＡ出力）

１１ 出力リミット方式 ｎ ｏ 制御出力にかけるリミット方式を設定します

Ａ ｂ ｎｏ 出力リミット　なし

ｏ ｕ Ｌ ｔ Ａｂ 出力リミット　Ｙ＝ａＸ＋ｂ

Ｈ L ＨＬ 出力リミット　Ｈ／Ｌ

１２ 伝送出力１設定 伝送出力１から出力する内容を設定します。

伝送無し

ｔ ｒ ｎ Ｓ． １ １ｃｈの現在値

２ｃｈの現在値

１ｃｈ－２ｃｈの偏差（DV)

２ｃｈ－１ｃｈの偏差（－DV)

１３ 伝送出力２設定 伝送出力２から出力する内容を設定します。

伝送無し

ｔ ｒ ｎ Ｓ． ２ １ｃｈの現在値

２ｃｈの現在値

１ｃｈ－２ｃｈの偏差（DV)

２ｃｈ－１ｃｈの偏差（－DV)
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Ｎｏ． 設定項目 PV表示部 ＳＶ表示部 内容 ／ 動作

１４ 警報種類 ｎ ｎ Ｈ 使用する警報の種類を設定します。

ｎ，ｎｎ 警報なし 警報１　：　警報なし

A L． S L t 警報２　：　警報なし

H，ｎＨ 異常警報 警報１　：　異常警報

警報２　：　警報なし

ｎＡ 温度警報 警報１　：　温度警報

警報２　：　警報なし

ＡＨ 温度警報＋異常警報 警報１　：　異常警報

警報２　：　温度警報

ＡＡ 温度警報×２ 警報１　：　温度警報

警報２　：　温度警報

１５ 警報コード 警報１　異常警報 異常警報のコードを設定します。

０　～　７ 警報コードの詳細は

～

９．各入力コード一覧表　異常警報コードを参照

Ｈ Ａ

警報１　温度警報 温度警報１のコードを設定します。

０　～　３２ 警報コードの詳細は

～

９．各入力コード一覧表　温度警報コードを参照

Ａ Ｌ １ ＝

警報２　温度警報 温度警報２のコードを設定します。

０　～　３２ 警報コードの詳細は

～

９．各入力コード一覧表　温度警報コードを参照

Ａ Ｌ ２ ＝

１６ 警報２　ＬＥＤ点灯方向 ｏ ｎ 警報出力のON/OFFによる警報表示灯Ｓ２のON/OFFを設定します

ｏｎ 警報リレーＯＮ時、点灯

ｏ Ｆ Ｆ ｏＦＦ 警報リレーＯＦＦ時、点灯

Ａ Ｌ． Ｌ Ｅ ｄ

警報２に警報が設定されていない場合は

常に消灯

１７ ヒーター電流選択 ２ ５ 使用するCTのタイプを設定します。

５ ０

Ｃ ｔ． Ｓ L t ２５ ＣＴＬ－６Ｓ－Ｈ　を使用　（０～２５Ａ）

５０ ＣＴＬ－１２－Ｓ５６－１０　を使用　（０～５０Ａ）

２５－P 電流出力時、ＣＴＬ－６Ｓ－Ｈ　を使用　（０～２５Ａ）

５０－P 電流出力時、ＣＴＬ－１２－Ｓ５６－１０　を使用　（０～５０Ａ）
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■ 調整モード

Ｎｏ． 設定項目 PV表示部 ＳＶ表示部 内容 ／ 動作

１ 通信アドレス １ 通信オプションで使用するアドレスを設定します。

１　～　３１

Ａ ｄ ｒ Ｓ

～

３ １

２ 返信待機時間 １ 通信時、リクエストを受けてからレスポンスを返すまでの

待機時間を設定します。

ｒ E S. ｄ

～

１０　～　１０００ｍＳｅｃ

３ １

３ 設定範囲上限 設定温度の設定上限値を設定します。

設定範囲は、各入力信号により異なります。

S． P． ＿ H ＝ 詳細は１２．仕様概要　参照

４ 設定範囲下限 設定温度の設定下限値を設定します。

設定範囲は、各入力信号により異なります。

S． P． ＿ L ＝ 詳細は１２．仕様概要　参照

５ リニア入力スケーリングＨ -１ ９ ９ ９ 電圧入力時、５V入力時の表示値を

電流入力時、２０ｍA入力時の表示値を設定します。

Ｌ ｉ ｎ． H ＝

～

－１９９９９　～　１９９９９　ｄｉｇｉｔ

１ ９ ９ ９

６ リニア入力スケーリングＬ -１ ９ ９ ９ 電圧入力時、１V入力時の表示値を

電流入力時、４ｍA入力時の表示値を設定します。

Ｌ ｉ ｎ． H ＝

～

－１９９９９　～　１９９９９　ｄｉｇｉｔ

１ ９ ９ ９ 最小幅　５０ｄｉｇｉｔ

７ 出力リミット上限 使用するリミット方式の上限値を設定します。

ｏ Ｌ － Ｈ

～

０．１～１００．０％

８ 出力リミット下限 使用するリミット方式の下限値を設定します。

ｏ Ｌ － Ｌ

～

０．０～９９．９％

最小幅　１％
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Ｎｏ． 設定項目 PV表示部 ＳＶ表示部 内容 ／ 動作

９ 比例時間 ０． ５ PID制御の比例時間を設定します。（電流出力では設定しません）

Ｐ ｔ ＝

～

０．５秒／１秒／２秒／４秒／８秒／１６秒／３２秒／６４秒

１０ 比例帯 PID制御の比例帯を設定します。

入力信号のフルスケール×２倍

Ｐ ｂ ＝ （０℃に設定した場合、感度無しのＯＮ／ＯＦＦ制御になります）

１１ 積分時間 ０ ０ ０ ０ PID制御の積分時間を設定します。

０．０　～　３９９９．９　秒

Ｉ ＝

～

（０秒の場合、積分動作は行いません。またHAKUBI制御も行いません）

３ ９ ９ ９

１２ 微分時間 ０ ０ ０ ０ PID制御の微分時間を設定します。

０．０　～　３９９９．９　秒

ｄ ＝

～

（０秒の場合、積分動作は行いません）

３ ９ ９ ９

１３ ＡＲＷ ０ ０ ０ ０ PID制御のアンチリセットワインドアップ幅を設定します。

０．１　～　１００．０　％

Ａ ｒ ＝

～

比例帯×２×（設定した％）の幅をとります。

０ １ ０ ０

１４ 制御レベル ０ ０ ０ ０ ＨＡＫＵＢＩ制御の強さを調整します。

０～９

～

０の時は通常のPID制御となります。

０ １ ０ ０

１４ ＯＮ／ＯＦＦ感度 ＯＮ／ＯＦＦ制御時のヒステリシス（不感帯）を設定します。

０．１～９９．９℃　または

ｄ ｉ Ｆ ＝ ０．０１～９９．９９℃　または

１～９９９ｄｉｇｉｔ

１５ マニュアルリセット 設定温度をオフセットします。

－９９．９～９９．９℃　または

ｒ Ｓ ｔ －９９．９９～９９．９９℃　または

－９９９～９９９ｄｉｇｉｔ
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Ｎｏ． 設定項目 PV表示部 ＳＶ表示部 内容 ／ 動作

１６ センサー誤差補正（１ｃｈ） 表示温度にオフセットを加え、誤差を補正します。

－９９．９～９９．９℃　または

Ｓ Ａ ｄ Ｊ． １ －９９．９９～９９．９９℃　または

（AL:SAdJ） －９９９～９９９ｄｉｇｉｔ

１７ センサー誤差補正（２ｃｈ） 表示温度にオフセットを加え、誤差を補正します。

－９９．９～９９．９℃　または

Ｓ Ａ ｄ Ｊ． ２ －９９．９９～９９．９９℃　または

－９９９～９９９ｄｉｇｉｔ

１８ 伝送出力１スケーリングＬ 伝送出力１で、４ｍＡを出力する値（温度）を設定します。

設定範囲は入力信号による。

１． ４ ＝ 詳細は１２．仕様概要　参照

（AL:　　4=）

１９ 伝送出力１スケーリングＨ 伝送出力１で、２０ｍＡを出力する値（温度）を設定します。

設定範囲は入力信号による。

１． ２ ０ ＝ 詳細は１２．仕様概要　参照

（AL:　20=） 最小幅５０ｄｉｇｉｔ

２０ 伝送出力２スケーリングＬ 伝送出力２で、４ｍＡを出力する値（温度）を設定します。

設定範囲は入力信号による。

２． ４ ＝ 詳細は１２．仕様概要　参照

２１ 伝送出力２スケーリングＨ 伝送出力２で、２０ｍＡを出力する値（温度）を設定します。

設定範囲は入力信号による。

２． ２ ０ ＝ 詳細は１２．仕様概要　参照

最小幅５０ｄｉｇｉｔ

２２ ヒーター電流値測定値 ヒーターに流れている電流値を表示します。

０～３０．０Ａ　（ＣＴＬ－６Ｓ－Ｈ　を使用時）

ｃ ｔ． Ａ ０～６０．０Ａ　（ＣＴＬ－１２－Ｓ５６－１０　を使用時）

２３ ヒーター断線設定電流値 （この電流以下の場合）ヒーター断線と判断する電流値を設定します。

０．１  ～  ５０．０　Ａ

Ｈ． S Ｌ

２４ 操作量表示 操作量を表示します。

０．０　～　１００．０　％

ｃ ｔ． Ａ

２５ ヒーター断線判別操作量 電流出力時、ヒーター断線を判断する操作量の下限値を設定します。

４．０　～　１００．０　％

Ｈ． S Ｌ

２６ 警報感度 警報のＯＮ／ＯＦＦ切替感度を設定します。

０．１～９９．９℃　または

Ａ Ｌ ｄ ｉ Ｆ ０．０１～９９．９９℃　または

（AL:ALdF） １～９９９ｄｉｇｉｔ
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■ 設定モード

Ｎｏ． 設定項目 PV表示部 ＳＶ表示部 内容 ／ 動作

１ 設定温度 制御させたい温度を設定します。

設定範囲は、各入力信号により異なります。

Ｓ ． Ｐ ． 詳細は１２．仕様概要　参照

２ 警報１温度 警報温度一点 警報をＯＮさせる温度を設定します。

独立警報の場合、設定範囲は各入力信号により異なります。

詳細は１２．仕様概要　参照

Ａ Ｌ． １ Ｐ 追従警報の場合、－１９９９．９℃・－１９９．９９℃・－１９９９９ｄｉｇｉｔ　～

８０００．０℃・８００．００℃・８００００ｄｉｇｉｔ　

警報温度バンドH 警報をＯＮさせる温度を設定します。

独立警報の場合、設定範囲は各入力信号により異なります。

詳細は１２．仕様概要　参照

Ａ Ｌ． １ Ｈ 追従警報の場合、０．１℃・０．０１℃・１ｄｉｇｉｔ　～　

８０００．０℃・８００．００℃・８００００ｄｉｇｉｔ

警報温度バンドL 警報をＯＮさせる温度を設定します。

独立警報の場合、設定範囲は各入力信号により異なります。

詳細は１２．仕様概要　参照

Ａ Ｌ． １ Ｌ 追従警報の場合、０．１℃・０．０１℃・１ｄｉｇｉｔ　～　

８０００．０℃・８００．００℃・８００００ｄｉｇｉｔ（最小幅２ｄｉｇｉｔ）

３ 警報２温度 警報温度一点 警報をＯＮさせる温度を設定します。

独立警報の場合、設定範囲は各入力信号により異なります。

詳細は１２．仕様概要　参照

Ａ Ｌ． ２ Ｐ 追従警報の場合、－１９９９．９℃・－１９９．９９℃・－１９９９９ｄｉｇｉｔ　～

８０００．０℃・８００．００℃・８００００ｄｉｇｉｔ　

警報温度バンドH 警報をＯＮさせる温度を設定します。

独立警報の場合、設定範囲は各入力信号により異なります。

詳細は１２．仕様概要　参照

Ａ Ｌ． ２ Ｈ 追従警報の場合、０．１℃・０．０１℃・１ｄｉｇｉｔ　～　

８０００．０℃・８００．００℃・８００００ｄｉｇｉｔ

警報温度バンドL 警報をＯＮさせる温度を設定します。

独立警報の場合、設定範囲は各入力信号により異なります。

詳細は１２．仕様概要　参照

Ａ Ｌ． ２ Ｌ 追従警報の場合、０．１℃・０．０１℃・１ｄｉｇｉｔ　～　

８０００．０℃・８００．００℃・８００００ｄｉｇｉｔ（最小幅２ｄｉｇｉｔ）

５ 調整モードで設定した「ヒーター断線設定値」を表示します。

Ｓ． Ｈ Ａ Ｌ

■ 現在値表示

Ｎｏ． 設定項目 PV表示部 ＳＶ表示部 内容 ／ 動作

１ 操作量表示 操作量を表示します。

０  ～  １００  ％

ｏ ｕ ｔ

２ ヒーター電流値測定値 ヒーターに流れている電流値を表示します。

０．０　～　６０．０　Ａ

ｃ ｔ． Ａ

■ モードロック

Ｎｏ． 設定項目 PV表示部 ＳＶ表示部 内容 ／ 動作

１ モードロック設定 初期設定・調整・設定モードにロックをかけます。

０ モードロックなし

Ｌ ｏ ｃ． Ｓ ｔ

～

１ 初期設定モードをロック

２ 初期設定、調整モードをロック

３ 初期設定、調整、設定モードをロック

【２】、【３】に設定された場合はオートチューニングもロックされる

ヒーター断線設定電流値確認
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９．各入力コード一覧表

○センサーコード

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

○異常警報コード

×：警報無し
○：警報付き（ラッチ無し）
電流出力タイプ（位相制御方式）もヒーター断線及び出力短絡の検出が可能です

○温度警報コード

３１ ３２ 一点警報・独立タイプ 有り

２９ ３０ 一点警報・独立タイプ 無し

２７ ２８ 一点警報・独立タイプ 有り

２５ ２６ 一点警報・独立タイプ 無し

２３ ２４ 一点警報・追従タイプ 有り

２１ ２２ 一点警報・追従タイプ 無し

１９ ２０ 一点警報・追従タイプ 有り

１７ １８ 一点警報・追従タイプ 無し

１５ １６ バンド警報・独立タイプ 有り

１３ １４ バンド警報・独立タイプ 無し

１１ １２ バンド警報・独立タイプ 有り

０９ １０ バンド警報・独立タイプ 無し

０７ ０８ バンド警報・追従タイプ 有り

０５ ０６ バンド警報・追従タイプ 無し

０３ ０４ バンド警報・追従タイプ 有り

―
０１ ０２ バンド警報・追従タイプ 無し

００ ００ 警報無し ―

　　　コード番号
警報モード

立ち上がり
リレー動作

ﾗｯﾁ無し ﾗｯﾁ有り リセット

○
　　センサー断線 × ○ × ○ × ○ × ○

○ × × ○　　出力短絡 × × ○

7

　　ヒーター断線 × × × × ○ ○ ○ ○

3 4 5 6  　　コード番号 0 1 2

１０ 電圧　　 

１１ 電流　 ４ｍＡ ２０ｍＡ
１Ｖ ５Ｖ

０．０１℃
０．０１℃０９ Ｐｔ１００Ω －１９９．９９ ＋８５０．００℃

０８ ＪＰｔ１００Ω －１９９．９９ ＋４００．００℃
０．１℃

０６ Ｓ熱電対

０７ Ｂ熱電対 ＋５００．０ ＋１８００．０℃
＋１００．０ ＋１６００．０℃

０．１℃
０．１℃
０．１℃

０５ Ｒ熱電対 ＋１００．０ ＋１６００．０℃
０４ Ｔ熱電対 －１５０．０ ＋４００．０℃
０３ Ｅ熱電対 －２００．０ ＋１０００．０℃ ０．１℃
０２ Ｊ熱電対

備考

０１ Ｋ熱電対 －１００．０ ＋１２００．０℃ ０．１℃

コード番号 センサー 入力範囲 分解能

－１００．０ ＋８００．０℃ ０．１℃

リレーON
LA UASV

LA UA

UA
SV

LA
SV

LA UA

UA

LA

LA UASV
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１０．温度警報モード動作の説明

追従タイプ 警報点は主設定点（ＳＶ）に追従します。主設定点（ＳＶ）プラス２０℃、主設定点（ＳＶ）
マイナス１５℃の様に設定します

独立タイプ 警報点は絶対値で設定します。主設定点（ＳＶ）を変えても警報点は変わりません。

立ち上がりリセット 電源ＯＮ時あるいは（従属タイプの）主設定点の変更時に入力が警報領域に有る場合
でも警報は作動しません。入力が一旦警報領域外に出た後、警報監視状態となり以後
通常の動作となります。

ラッチ ラッチ付きの場合、警報状態になり出力リレーが働きますと、その出力は保持（ラッチ）
されます。このラッチを解除する場合は、一旦コントローラの電源をＯＦＦし、再び電源
をＯＮして下さい。
ラッチ無しの場合は、警報状態では出力リレーは働きますが、入力が警報領域から
外れますと出力リレーは自動的に復帰します。

１１．アラームメッセージ

　　エラー表示 　　　　　内容 処置
『設定値リミットオーバー』 設定範囲を確認の上、再設定して下さい。

設定された値が指定された範囲を越えています。

『調節器異常』 電源を一度切り、再投入してみて下さい。

温度調節器に異常が発生しました。 電源再投入で修復しない場合は弊社工場での

修理が必要です。

『センサー異常』（断線/短絡等） センサーの断線、ショートが無いか確認下さい。

センサー入力に異常があります。 センサー配線が外れてないかを確認下さい。

センサー配線が指定端子位置に配線されている

※アラーム選択設定時のみ表示します か、極性を逆に配線していないか等確認下さい。

『負荷断線』（ヒーター断線、制御器故障等） ヒーターの断線や配線外れが無いか確認下さい。

ヒーター断線やヒーター配線の外れ。ＳＳＲ短絡。 SSRが短絡破壊していないか確認下さい。

ＣＴ配線外れ、ＣＴ断線。 ＣＴ配線外れ、ＣＴ断線等が無いか確認下さい。

※アラーム選択設定時のみ表示します

『入力信号レンジオーバー』 項目２『仕様概要』のセンサー入力範囲と御使用の

仕様の入力範囲を越えた値が入力されています センサーを確認の上、配線外れ、断線、接続機器の

４０：　センサー入力　４１：　ＣＴ 出力レベル状態等を確認下さい。

４２：　アナログ入力
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１２．仕様概要

熱電対： 指示精度範囲２にて、（指示値の±０．１％又は±１．０℃の大きい方）±１digit以下
指示精度範囲１にて、±２．０℃±１digit以下

測温抵抗体： 指示精度範囲２にて、（指示値の±０．１％又は±０．２℃の大きい方）±１digit以下
指示精度範囲１にて、（指示値の±０．１％又は±０．４℃の大きい方）±１digit以下

電圧・電流： （スケーリング幅の±０．１％又は±１ｄｉｇｉｔの大きい方）±１digit以下
※1 熱電対： 指示精度範囲２にて、±０．５℃以下

指示精度範囲１にて、±１．０℃以下
測温抵抗体： （指示値の±０．０２％又は±０．０５℃の大きい方）±１ｄｉｇｉｔ以下
電圧・電流： ±２digit以下
熱電対： K,J,E,T,R,S(JIS,IEC,DIN規格）Ｂ

入力 測温抵抗体： Ｇ【Ｐｔ１００Ω（JIS,IEC,DIN規格）】、Ｃ【ＪＰｔ１００Ω（旧JIS）】
リニア入力： ＤＣ１～５Ｖ、ＤＣ４～２０ｍＡ　◆熱電対及び測温抵抗体入力への切り替え不可

制御出力 SSR駆動用電圧： ＤＣ１２Ｖ標準  負荷抵抗　２５０Ω以上  （受注生産　ＤＣ５Ｖ 負荷抵抗　２００Ω以上 ）
電流出力： ４～２０ｍＡ　　負荷抵抗　４００Ω以下　　１１７４０分解能（標準値）　

伝送出力 測定値をＤＣ４～２０ｍＡで外部出力　　負荷抵抗４００Ω以下　１１７４０分解能（標準値）
ＰＩＤオートチューニング、ＯＮ／ＯＦＦ制御、ＨＡＫＵＢＩ制御※２

制御方式 比例帯幅（ＰＢ）＝温度範囲の０～２００．０％　　積分時間（Ｉ）＝０～３９９９．９秒
微分時間（Ｄ）＝０～３９９９．９秒　　　　　　　比例周期（ＰＴ）＝０．５～６４秒
アンチリセットワインドアップ（ＡＲＷ）＝ＰＢの０．１～１００．０％
ＯＮ／ＯＦＦ感度（ＤＩＦ）＝０．１～９９．９℃　又は　０．０１～９９．９９℃

サンプリング周期 １００ｍＳ／ＣＨ
Ｂ：０．０　～　＋１８００．０℃ Ｋ：－１００．０　～　＋１２００．０℃

設定温度範囲 Ｓ：０．０　～　＋１６００．０℃ Ｅ：－２００．０　～　＋１０００．０℃ Ｒ、Ｓタイプの９９．９℃以下

指示精度範囲１ C：－１９９．９９　～　＋４００．００℃ Ｊ：－１００．０　～　＋８００．０℃ Ｂタイプの４９９．９℃以下は

G：－１９９．９９　～　＋８５０．００℃ Ｔ：－１５０．０　～　＋４００．０℃ 指示精度範囲外となります
◆Ｃ，Ｇの配線抵抗30Ω以下（1線あたり） Ｒ：＋１００．０　～　＋１６００．０℃

Ｂ：＋８００．０　～　＋１７００．０℃ Ｋ：－４０．０　～　＋１０００．０℃

指示精度範囲２ Ｓ：＋４００．０　～　＋１６００．０℃ Ｅ：－４０．０　～　＋８００．０℃

C：－１９９．９９　～　＋４００．００℃ Ｊ：－４０．０　～　＋７５０．０℃

G：－１９９．９９　～　＋６５０．００℃ Ｔ：－４０．０　～　＋３５０．０℃

◆Ｃ，Ｇの配線抵抗10Ω以下（1線あたり） Ｒ：＋４００．０　～　＋１６００．０℃

警報機能 １ａ×２点　　接点定格　２Ａ／２５０ＶＡＣ（COSφ＝１）、２Ａ／３０ＶＤＣ　
３２種類の温度警報、センサー/ヒータ異常警報から選択（ヒータ電流表示機能付き）

通信機能 通信方式　ＲＳ４８５　　（受注生産：ＲＳ２３２C)
EEPROM 書き換え回数　100万回
電源電圧 ＡＣ１００～２４０Ｖ　　５０／６０Ｈｚ　フリー電源
動作温湿度 ０　～＋５０℃　　　ＲＨ　３５～８５％　　　　（但し、結露しないこと）
保存温度 －２０　～　＋７０℃　　　　　　（但し、結露しないこと）
動作湿度 ＲＨ　３５～８５ ％　　　　（但し、結露しないこと）
消費電力 １２ＶＡ　以下
絶縁抵抗 １００ＭΩ以上ＤＣ５００Ｖ、電源端子とその他の端子間、警報出力端子とその他の端子間
絶縁耐圧 ＡＣ２３００V　1分間、電源端子とその他の端子間、警報出力端子とその他の端子間
耐震性 １０～５５Hz、全振幅　０．３mm　X,Y,Z各方向　１時間
耐衝撃性 １９６　m/ｓ

２
（２０Ｇ）、X,Y,Z各方向　５回

重量 ３５０ｇ以下（本体のみ）
規格 Ｓａｆｅｔｙ：Ｓｔａｎｄａｒｄ：ＥＮ６１０１０－１，　ＥＭＣ：ＥＮ６１３２６

構造/材質 前面防水IP64（オプション部品使用時）/ケース：ポリカボネート

※1　 入力を２点使用する場合の入力1と入力2の差
※２　 ファジイ制御によりオーバーシュートを無くします。立上り、外乱応答が良くなります。

指示精度
周囲温度
２５℃±５℃
において

指示相対精度
周囲温度
２５℃±５℃
において
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１３．センサー１，２ｃｈ接続時の温度比較について

1台で２ｃｈの温度表示を同時に出来ますので、温度センサーの点検が容易になりました。
◆１ｃｈと２ｃｈの差を仕様で規定してます（指示相対精度）。
◆熱電対で０．１℃単位、測温抵抗体で０．０１℃単位での比較ができます。
◆校正の用途にご利用いただく場合、トレーサビリティー証明書の発行も可能です。

◇ 使用方法
15～17番端子に基準温度センサーを接続し、18～20番端子に測定用（データー測定をした
い）温度センサーを接続することにより基準温度センサーとの温度比較が可能です。

その場合、図の各番号には以下の表示がされます。
①測定用温度センサーの現在温度
②基準側温度センサーの現在温度
③のボタンを押すことにより、②の表示は、以下のように変わります。
  設定温度→基準温度センサーの温度表示→基準温度センサーと測定温度センサーの温

◇ 使用例
測定したデーターを、パソコンや記録計と接続することによりデーターとして記録に残すことも
可能です（パソコンに取り込む場合は、変換器及び取り込み用ソフトが必要になります）。

①

②
③

基準センサー

測定センサー

ＲＳ４８５⇔ＲＳ２３２

４～２０ｍＡ

記録計などへ

恒温液槽や
校正炉など

ＰＣ
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東京本社 ︓〒102-0072 東京都千代⽥区飯⽥橋1-5-10 教販九段ビル 

   TEL︓03-3237-3568 FAX︓03-3237-3569 

⼤阪営業所 ︓〒541-0047  ⼤阪府⼤阪市中央区淡路町3-1-9 淡路町ダイビル 

   TEL︓06-7711-5744 FAX︓06-7711-5740 

九州営業所 ︓〒810-0014  福岡県福岡市中央区平尾2-10-5 プラチナ福岡ビル 

   TEL︓092-522-0787 FAX︓092-522-0786 

⼋王⼦センター ︓〒192-0001 東京都⼋王⼦市⼾吹町232 

   TEL︓0426-91-0137 FAX︓0426-91-9294 

ホームページ https://www.fenwal.co.jp 


